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研究と現場の還流構造―北克一先生から学んだこと 
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1. 2004年の「研究計画書」 
2004年 1月、私は「日本の出版業界の再生～
デジタル化と知的財産の活用を中心に」という
研究テーマを掲げ、社会人大学院創設 2 年目を
迎えた大阪市立大学大学院・創造都市研究科に
「研究計画書」「実務業績書」「履歴書」を提出
した。 
いま改めてその時の研究計画書を読むと、今
日の問題意識となんら変わっていないことに驚
かされる。 
私は研究計画書に、おもに 2つの視点から日
本の出版業界の再生への道筋を考えたいとして、
第 1 に、「デジタル化」、第 2 に「知的財産の活
用」を挙げている。  
つまり日本の出版産業の長期低迷は構造的な
問題が原因であり、例えば出版社は大学内の研
究・教育から創出するさまざまな知的財産をデ
ジタル化対応によって有効に活用するなど新た
な展開を模索すべきであるとして、これまで培
ってきた編集という仕事は紙からデジタルへ移
行しつつある今日でも有効であると主張してい
る。 
そして、大学院応募書類の「キャリアプラン」
に次のように書いている。 
「出版業界におけるデジタル化や知的財産の
研究を手がかりに、コンテンツ産業のゆくえな
どをさらに探求するため、大学での研究・教育
活動をめざしたい」 
そして実際に、大阪市立大学大学院・創造都
市研究科への入学は私にとって大きな転機をも
たらした。2004 年 4月から 2005 年 3月まで修
士課程、2005 年 4 月から 2007 年 3 月まで博士
課程に籍を置き、修士（都市情報学）、博士（創
造都市）の学位を取得、2007 年 3 月に29 年間
勤務した書店を退職し、2007 年 4 月より夙川
学院短期大学、2011 年 4 月より立命館大学にて
教育と研究の道を歩むことになるのである。 
 ちなみに立命館大学における私の「2013 年度
研究計画」は以下の通りである。 
「大学図書館電子学術書共同利用に関する
研究」2013年度から担当する文学部のテーマリ
サーチゼミ「デジタル環境下における出版ビジ
ネスと図書館」において、本学の「教育の質向
上予算」に承認された「電子書籍を活用した大
学ゼミ教育の高度化」の実証実験を行う。これ
は、ゼミでの実践例から初年次教育における電
子書籍の活用へ、そして全学的な取組みへと発
展させ、図書館における電子書籍の位置付けを
明確化し、e ラーニングの実践など、次世代型
の教学展開を目指すものである。具体的には慶
應義塾大学ほかの大学と協同し、電子学術書共
同利用実験を行い、大学出版会や学術出版社の
ビジネスと共存する形での新たな学術情報基盤
を構築する。また昨年度に引き続き、国立国会
図書館による電子納本制度に関する研究を行う。 
 まさに 2004年の「研究計画書」通りの展開
となっているのである。 
 
2. 出版産業に関する私の問題意識 
社会人大学院の門をたたいた時、私にはすで
に『書店論ノート～本・読者・書店を考える』
（新文化通信社、1990 年）、『「言葉狩り」と出
版の自由～出版流通の現場から』（明石書店、
1994 年）、『デジタル時代の出版メディア』（ポ
ット出版、2000年、電子ドットブック版も 2000
年配信開始）という 3点の単著と、『岩波講座現
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代社会学第 1５巻 差別と共生の社会学』（岩波
書店、1996年）など 8点の共著があった。 
私は 1978年に書店に入社し、店舗勤務を経て、
外商部に配属され、以降、書店外商部で大学や
民間企業の図書館・研究室を訪問し、学術書を
中心とした書籍販売に従事してきた。取り扱い
品目は和書、外国書籍、和雑誌、外国雑誌、そ
して CD-ROMやマイクロフィッシュ、マイクロフ
ィルムなど様々な形態があり、また、大学、高
等学校、各種専門学校などの教科書販売では学
校内での出張販売も行っていた。  
そうした書店の業務を続けると同時に、私は
出版メディアに関する研究を入社以来、２つの
領域において続けてきた。 
第１に、「出版の自由」論である。主に 1970
年代以降の、表現内容を理由とする出版物の絶
版・回収事件などの事例研究を通して、出版の
自由が出版流通の自由を前提に成立しているこ
とを調査・研究してきた。 
第 2に、「出版流通」論である。出版論もしく
は編集論に関する書物は数多いが、出版流通の
現代的課題を取り扱った実証的研究はきわめて
少ない現状に対し、単行本や論文を書き、シン
ポジウムや書店勉強会の開催など多面的な取組
みを行ってきた。 
一方、2002年度から前期は中部大学人文学部
コミュニケーション学科、後期は京都学園大学
人間文化学部文化コミュニケーション学科のい
ずれも「メディア論」の非常勤講師を担当して
いた。書店勤務をしながら土曜日だけの非常勤
講師として学生と接したわけだが、社会人大学
院進学のためにこれは中断せざるを得なかった。 
 ところで私の社会人大学院への入学には明確
な動機があった。それは電子出版を中心とした
研究が喫緊の課題であり、この問題に一定方向
の道筋を見出さなければ、日本の出版メディア
は衰退するのではないかという危機意識である。 
私は 2000年に上梓した『デジタル時代の出版
メディア』（ポット出版）において次のような 3
つの仮説を立てている。 
 仮説 1「第 1 に、価格の問題を提起すること
になるでしょう」（p。41） 
「これまでの近代出版流通システムとは別に、
新しくデジタル・コンテンツの、いわばポスト
近代の流通システムが構築されるはずです」（p。
42) 
 仮説 2「第 2 に、系列化や外資参入の動きが
加速されるでしょう」（p。42) 
「まさに角川書店の社長が言うように『グルー
プ化』『グローバル化』『デジタル化』が重要な
ポイントとなってくるでしょう。」（p。43) 
 仮説 3「第 3 に、取次と書店の地位が相対的
に低下していくでしょう」（p。44) 
「出版コンテンツのデジタル化の波は、これま
でのモノの流れから情報の流れという大きな変
化を引き起さざるをえません。つまり、出版社
と読者の間に介在する必要があるのは、複数の
出版社の出版コンテンツを束ねて、たとえばイ
ンターネット上で共通のインターフェースで読
者に提供するような新しいタイプの業者の存在
なのです。一言でいえば、出版コンテンツのデ
ジタル化は流通過程の『中抜き』現象を引き起
こすのですが、デジタル･コンテンツの流通には
新たな中間業者が誕生するかもしれないという
ことです」（p。45) 
 この本を上梓したとき、勤務する書店の社長
に寄贈し、また取締役など重役クラスに直接、
コンテンツのデジタル化という今後の出版メデ
ィアの展開を冷静に見据え積極的な対応をしな
ければ、小売業としての書店経営は今以上に深
刻な事態に陥るだろうと、デジタル化対応を強
く求めた。 
 しかし、その当時の会社側の対応は「それは
大学図書館や研究者と取引している外商部で起
こっていることであって、店舗経営とは直接関
係がない」というものであった。それは初の単
行本として『書店論ノート』（新文化通信社、1990
年）を上梓した時にも経験した感覚であった。
出版業界紙『新文化』1990年 4 月 26日号に朱
鷺書房の川口正氏が次のように拙著の書評を書
いている。 
 「書店の現場（といっても湯浅氏は外商部所
属という留保がつくが）からの、若き論客の出
現ということでは、『消費される書物』を著した
小田光雄氏以来の書下ろしの著作であり、その
労力にまず脱帽する」 
 つまり店舗で本や雑誌を購入する顧客だけ見
ている出版関係者にとって、大学への営業活動
を中心とする外商部現場から変容せざるを得な
い書店の状況を指摘されることは現実味がない
のであろう。 
だからこそ 1990 年代後半から本格化する大
学現場、すなわち学術コミュニケーションの世
界で起こったデジタル化とネットワーク化への
変容は視野に入らない。あるいはある程度、状
況を知っている関係者でもそれを自然科学系を
中心とした出来事としてとらえられてしまう。
それが、当時私が在籍した書店業界・出版業界
の実態であった。 
 
3. 研究と現場の還流構造を学ぶ 
 私にとって、大阪市立大学大学院・創造都市
研究科は「メダカの学校」であった。つまり「だ
れがせいとか せんせいか」というところが社
会人大学院の本質的な特徴といえるのである。 
 受講しているメディア系の講義の最中に放送
局勤務の院生が教員から名指しでテレビ現場の
地デジ化対応について意見を求められ、教員よ
りも最新の情報を授業において提供することな
ど日常茶飯事である。 
情報系の授業ではほとんどの受講生が机の上
にパソコンをおいてネットをつないだ状態で教
員の講義を聴いているので、疑問点があれば積
極的に教員にディスカッションを挑む。したが
って、大学の学部授業でありがちな、昨年と同
じ講義内容を繰り返す教育スタイルはあり得な
い。 
 そうした大学院の環境の中、私がもっとも強
い影響を受けたのは北克一教授によるゼミの授
業である。北先生の専門は図書館情報学だが、
それだけではなく、出版メディア、知識情報基
盤全般についての幅広い知識に裏打ちされた授
業が展開される。 
 例えば「情報メディア組織化論」の授業では、
「Web2。0」をテーマに、ウェブをプラットフ
ォームとするオープン志向、ユーザ中心(オリエ
ンテッド)、ネットワークの外部性の活用といっ
たインターネットの開放性思想に基づいて提供
されるサービスの次世代フレームワーク概念に
ついて示した上で、次のようにホワイトボード
に書く。 
「DRM、コンテンツ課金プラットフォーム←
→知の公共性とパブリック・ドメイン」 
 そしてマイクロソフトとグーグルの覇権争い
といった「実戦」的様相、図書館の役割など多
岐にわたるトピックスについてゼミ生にディス
カッションさせるのである。 
 最初の授業で北先生は「この中で 1年で修士
論文を書いて修士課程を修了したい人がいれば、
手を挙げて下さい」と私たちに問うた。もし 1
年修了を目指すなら、院生となった 4月段階で
修士論文のテーマを絞り、すぐにでも構想を形
にしていく必要があったからである。 
このとき私はすかさず手を挙げたのを今でも
克明に覚えている。私には時間もお金もなかっ
たからである。7 月に修士論文の中間発表を行
ったときの私のテーマは「出版流通合理化構想
の検証―1980 年代日本図書コード導入事例を
中心に」であった。 
大学院応募段階で私が構想していた「日本の
出版業界の再生～デジタル化と知的財産の活用
を中心に」というテーマは、北先生によって一
蹴された。電子出版に関してはあまりにも変化
が急であり、動向レポートしか書けないと断言
されたのであった。電子出版研究の前に出版流
通システムのデジタル化に焦点を絞って、書店
現場にいて長年収集してきた原資料を駆使して、
修士論文を書くこと。それが私の修士課程の課
題となったのである。そして実際に修士論文を
書き、1年で修了することができた。 
 一方、私たち院生は北先生からさまざまな挑
発を受けた。いま自分たちが持っている問題意
識から、そのテーマにおける第一人者のゲスト
を招いてシンポジウムを開催できるか、と問わ
れたのである。私は出版業界と図書館界におけ
る IC タグの活用をテーマに 2 年続けてシンポ
ジウムを院生仲間と企画、開催した。もともと
私は出版流通や出版の自由問題をテーマにした
シンポジウムやセミナーを数多く企画し、実践
していたのでこの種のイベントを大学院の費用
で開催できるのはじつにありがたいことであっ
た。 
 修士課程に入った年の秋に開催したシンポジ
ウムは「ICタグの可能性と課題－図書館、出版
分野を題材として」というテーマであった。國
領二郎氏（慶應義塾大学）、 永井祥一氏（日本
出版インフラセンター）、松岡要氏（日本図書館
協会）、永吉久人氏（凸版印刷）、九野伸氏（日
立製作所）という錚々たるゲストを招いて、現
状分析とディスカッションを行い、3 名の院生
によって IC タグ関連の論文を書き、冊子化し
たときにそのときのシンポジウムの記録も収録
した。 
 このように研究と現場の還流構造を学んだこ
とが、私にとって社会人大学院でのもっとも大
きな収穫であった。その頃、北先生から教えら
れ、実践したことは今でも私の活動の基軸とな
っており、いつの間にか教える立場となって学
生に伝えているのである。 
 
4. 北ゼミの仲間たち、そして北先生 
 もう一つ忘れてならないのは、北ゼミの仲間
たちのことである。北先生のもとに集まった人
たちはじつに多彩なプロ集団であった。国立国
会図書館、公共図書館、学校図書館、専門図書
館、また図書館業務の委託会社など図書館関係
者が中心ではあったが、ほかにも情報系、映像
系など様々な分野の社会人がいた。社会人大学
院のため、特に時間の面で職場と大学院の両立
は想像を絶する厳しさで、その事情が分かりあ
えるのは院生仲間だけということもあり、まさ
に「同じ釜の飯を食った仲間」として今日でも
ずっと交友が続いている。 
 それにしても私たち院生は、授業が終わって
から北先生を囲んで酒を酌み交わしながらの議
論に、おそらく授業時間の何倍もの時間を過ご
したに違いない。そこでは自分たちが行った研
究発表に対する北先生の歯に衣を着せぬ批評に
青くなったり、赤くなったりしながら拝聴、も
しくは反論、激論となるのであった。 
 思い起こせば初めて北先生と出会ったのは
2003 年 11 月 26 日である。なぜ日付まではっ
きり分かるかというと、ちょうどその日の朝日
新聞朝刊大阪本社版に私が書いたオピニオン記
事「関西の出版―デジタル化が再生のカギ」が
掲載されたからである。その日の夕方に開催さ
れた大阪市立大学大学院の説明会に出席し、北
先生と初めてお会いしたときに「その記事は読
みました」と言われた。そして、私がその記事
に「出版コンテンツ（情報内容）のデジタル化
という潮流は関西の出版界にとって好機である。
デジタル時代においては、東京を起点とした物
流より、出版者の編集の質そのものが問われる」
と書いたことに対して、地域性を論点に出すに
は無理があると一刀両断であった。 
 その日から今日まで、北先生からどれだけ多
くのことを学んだことだろう。どれだけの事柄
というよりも物の見方、考え方を学んだと言っ
てよいだろう。そして研究や教育だけでなく、
現場とのかかわりの中で考え、行動することの
重要性を教わったのである。 
 万巻の書を読み、デジタル・ネットワーク環
境にきわめて明るく、常に辛辣な論争を仕掛け
てくる北先生。大阪市立大学大学院退官後のご
活躍をさらに期待したいと、自称「愛弟子」（！）
の私は心から願うのである。 
 
 
